
見 積 概 要
（局評価）

・29年度債務負担行為として、工事請負費と工事監理経費を計上する。
・「ゼロ・東京都・債務負担工事」により、空調を利用しない春季（４～６月）と、教育活動
　に影響の少ない夏季休業中（７～８月）を中心に作業を進め、効率的に施工を行う。
・また、技術者配置準備期間を設定した契約とすることにより、工事発注時期の平準化を図る
　とともに、確実な契約履行を図る。（平成29年度債務負担行為　329,646千円）

対応手法 29年度見積額 28年度予算額

債務負担行為 長期継続契約 その他 - 千円 - 千円

財 務 局 評 価

・現在の空調設備は老朽化による故障・損傷が多く、計画的
　に更新していく必要性は認められる。また、債務負担行為
　の活用により効率的な施工が可能となることから、見積額
　のとおり計上する。
　《債務負担行為》〇限度額：329,646千円
　　　　　　　　　〇期　間：平成30年度まで

妥当 見直し

見送り その他

29年度予算額 - 千円

計 画 評 価
(契約制度関係)

・ゼロ都債の活用により、発注件数の少ない端境期の契約が
  可能となり、競争性の確保という効果が期待できる。
・また、都全体の工事発注時期の平準化への効果も期待でき
　る。

18 都立学校の環境改善（空調設備工事）（教育庁都立学校教育部）
検討対象契約

（種目）
空調工事

事業の概要
・空調を設置している管理諸室や特別教室(音楽室・図書室等）のうち、老朽化した空調設備
　について、計画的に更新していく。

計画の評価

妥当 見直し

見送り その他

現状・課題

・当該教室の機能を一時的に別の教室に移しながら、教育活動と並行して工事を行っている
　が、現状では、契約後、着工が７月以降となり、本格的な施工が夏季休業後となってしまう
　ため、同時に施工できる教室数が限定されるとともに、騒音・振動への特段の配慮が必要に
　なる。
・また、業務が集中する年度末にかけての工期となるため、契約不調となるおそれがある。

財 務 局 評 価

・複数年度契約による安定的な履行体制の確保と、総合評価
　方式による業務品質の確保・向上が期待できる。
・加えて、複数年度契約による経費削減効果も見込まれるこ
　とから、本方式の採用は妥当であるため、見積額のとおり
　計上する。

妥当 見直し

見送り その他

29年度予算額 790,524 千円

計 画 評 価
(契約制度関係)

・複数年度契約とすることで安定的な人員配置及び各校の状
　況に合わせた図書管理方法等の蓄積が図られ、質の高い履
　行が期待できることから、計画は妥当であり、また、長期
　継続契約の要件にも該当する。
・従事者の資格・経験や研修体制等を評価して契約すること
　により、業務の品質の確保・向上が期待でき、迅速・的確
　な図書貸出等を通じて教員の研究活動や生徒の学習向上に
　資することから、総合評価方式の採用は妥当である。

計画の評価

妥当 見直し

見送り その他

現状・課題

・本件は、単年度契約で委託しているが、良好な図書館環境の維持及び図書館の利便性の向上
　のためには、複数年度契約によってより高い水準で人材の質を担保していく必要がある。
・また、例年、価格競争により受託者を決定しているが、低価格で落札した事業者などにおい
　て、質の高い人材の流出が散見されるため、人材を安定的に確保していく必要がある。

見 積 概 要
（局評価）

・効率的で質の高い図書館管理業務の履行を確保するため、長期継続契約を活用し、図書館管
　理業務委託に係る安定的なサービス提供の定着を図る。
・また、総合評価方式による入札を実施し、業務履行に係る更なる質の向上を図る。

対応手法 29年度見積額 28年度予算額

債務負担行為 長期継続契約 その他 790,524 千円 720,244 千円

事業の概要
・学校司書の退職不補充に伴い、都立高校図書館の管理・運営業務を順次委託化し、第三次東
　京都子供読書活動推進計画を着実に推進していく。

事業評価票（複数年度契約の活用を図る事業）

17 都立高等学校図書館管理業務委託（教育庁都立学校教育部）
検討対象契約

（種目）
その他の業務委託等


	様式10（最終案）

